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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人的な連絡相手に関連付けられた情報を含む特性を有するイベント中に個人的な連絡
相手から着信メッセージを受信するステップであって、前記イベントが、時間間隔又は時
間間隔に関連するシナリオのうちの少なくとも１つによって定義されるステップと、
　前記個人的な連絡相手に関連付けられた情報の少なくとも一部に基づいてアクションを
選択するステップを含む前記イベント中に前記着信メッセージを受信する前記ステップに
関連付けられたアクションを実行するステップと、
　前記イベント中に前記着信メッセージを受信する前記ステップに関連付けられた前記ア
クションを実行するステップが、前記個人的な連絡相手に関連付けられた前記情報の少な
くとも一部に基づいて通知のタイプを選択するステップを含む、前記イベント中に前記着
信メッセージを受信する前記ステップの通知を表現するステップを含み、
　前記着信メッセージを個人的な連絡相手の１つ又は複数のグループに関連付けるステッ
プと、
　を実行する、少なくとも１つのコンピューティングデバイスの少なくとも１つのプロセ
ッサを使用するステップを含み、
　前記イベント中に前記着信メッセージを受信するステップに関連付けられた前記アクシ
ョンを実行する前記ステップが、前記着信メッセージのヘッダを個人的な連絡相手の１つ
又は複数のグループの他の個人的な連絡相手に関連付けられたメッセージの他のヘッダと
一緒に表示するステップを含む方法。
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【請求項２】
　個人的な連絡相手の１つ又は複数のグループの定義を端末デバイスに提供するステップ
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記イベントと前記着信メッセージの関数を含む含意規則を用いて前記イベント中に前
記着信メッセージを受信する前記ステップに関連付けられた前記アクションを実行するス
テップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つのプロセッサを備える装置であって、前記プロセッサが、
　個人的な連絡相手に関連付けられた情報を含む特性を有するイベント中に個人的な連絡
相手から着信メッセージを受信し、前記イベントは時間間隔又は時間間隔に関連するシナ
リオのうちの少なくとも１つによって定義され、
　前記個人的な連絡相手に関連付けられた情報の少なくとも一部に基づいてアクションを
選択して、前記イベント中の前記着信メッセージの受信に関連付けられたアクションを実
行し、
　前記イベント中の前記着信メッセージの受信に関連付けられた前記アクションを実行す
る際に、前記個人的な連絡相手に関連付けられた前記情報の少なくとも一部に基づいて通
知のタイプを選択し、前記イベント中に前記着信メッセージの受信の通知を表現し、
　前記着信メッセージを個人的な連絡相手の１つ又は複数のグループに関連付け、
　前記イベント中に前記着信メッセージを受信するステップに関連付けられた前記アクシ
ョンを実行する前記ステップが、前記着信メッセージのヘッダを個人的な連絡相手の１つ
又は複数のグループの他の個人的な連絡相手に関連付けられたメッセージの他のヘッダと
一緒に表示することを特徴とする装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の装置であって、
　複数の個人的な連絡相手の表現を提供するように構成された少なくとも１つのコンピュ
ーティングデバイスを含み、前記表現が、イベントに関連付けられた個人的な連絡相手か
ら受信した着信メッセージの表示を含み、前記イベントに関連付けられた特性の表示をさ
らに含み、
　前記特性が、前記個人的な連絡相手に関連付けられた情報と、前記イベント中に前記着
信メッセージを受信するステップに関連付けられたアクションとを含む装置。
【請求項６】
　前記個人的な連絡相手に関連付けられた前記情報が、前記個人的な連絡相手の名前、前
記個人的な連絡相手の行動の役割、又は個人的な連絡相手のグループ内の前記個人的な連
絡相手のメンバシップの表示のうちの少なくとも１つを含む、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　個人的な連絡相手の前記グループが、前記グループ内の各々の個人的な連絡相手が共通
の特性を共有するような関係リングを含む、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　個人的な連絡相手の前記グループの各々の個人的な連絡相手が、前記着信メッセージ内
に示された宛先ユーザに関する親密度、愛情、尊敬、評価、地位、又は行動の役割の値の
うちの少なくとも１つを共有する、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記着信メッセージとは異なる異種のメッセージを個人的な連絡相手の前記グループに
関連付けられたインジケータを含むアドレスへ送信するステップをさらに含む、請求項６
に記載の装置。
【請求項１０】
　前記特性が、端末デバイスに関連付けられた少なくとも１つの通知レベルをさらに含む
、請求項５に記載の装置。
【請求項１１】
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　前記イベント中に前記着信メッセージを受信するステップに関連付けられた前記アクシ
ョンが、前記個人的な連絡相手に関連付けられた前記情報の少なくとも一部に基づいて選
択した前記着信メッセージの受信の通知を表現するステップを含み、前記少なくとも１つ
のコンピューティングデバイスが前記アクションを実行する、請求項５に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーソンセントリックネットワーク（ｐｅｒｓｏｎ－ｃｅｎｔｒｉｃ　ｎｅ
ｔｗｏｒｋ：人間中心のネットワーク）上の通信管理に関する。
【背景技術】
【０００２】
[0001]　通信は、大半の人々の生活のますます重要な構成要素になりつつあり、平均的な
人は数百人の他の人と連絡することがある。連絡相手の数は増加する傾向にあり、その結
果、連絡を管理する際の新しい課題が生まれている。
【０００３】
[0002]　社会科学者の中には、大半の通信は情緒的なもので、分析的な内容はあったとし
ても二次的であると主張する者がいる。これが正しいかどうかは別にして、配慮や情緒は
「右脳」活動であると呼ばれることが多く、これらの活動に長けているということは、「
ｒｉｇｈｔ　ｂｒａｉｎ　ｓｍａｒｔｎｅｓｓ」を縮めた「Ｒスマートネス」と呼ばれる
ことがある。
【０００４】
[0003]　人は他の人と通信する方法を決める際に、多くの場合、Ｒスマートネスを使用す
る。文化によってはこれはきわめて顕著であり、会話の語彙と文法に影響することさえあ
る。例えば、近代以前の欧州では、王族との会話に３人称と間接話法が使用されていた。
別の例として、日本では、話をする相手が子供、家族、同僚、年長者及び上司と変わるに
従って呼びかけの形態が異なる。例として感謝を表す日本語を考えてみよう。会話におい
て知覚された行動の役割及び地位の違いに応じて、感謝の言葉の形態は、「どうも」、「
どうもありがとう」、及び「どうもありがとうございます」ということになる。したがっ
て、本明細書では、行動の役割は、とりわけ、親－子、学生－教師、従業員－上司などの
関係を含む。さらに、地位の違いは、とりわけ年齢、技能の習得度、教養、金銭などに基
づいている。実際、これは、また、異なる口調と抑揚で発声されるアメリカ英語の「ｔｈ
ａｎｋｓ」、「ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ」、及び「ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ　ｖｅｒｙ　ｍｕｃｈ
」やその他の表現の中のくだけた形式で存在する。しかしながら、Ｒスマートネスは、あ
りがとうという時に限らず様々な状況で発揮される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
[0004]　電気通信手段は、簡単な陸線電話機から多様化して、とりわけ、ＰＤＡ（携帯情
報端末）、携帯電話、デスクトップコンピュータ及びラップトップなどのｅメールデバイ
スなどを含むが、簡単な電話帳とオペレータの支援の利用はもはや連絡をとる最適な手段
ではない。その結果、人々の生活で個人が所有する連絡相手のリストが果たす役割は大き
くなりつつある。そのような個人が所有する連絡相手のリストを充実させていくことで通
信は円滑になりその生産性は向上する。
【０００６】
[0005]　さらに、人々と人々が互いの生活で果たす役割との間の関係の性質が、人々が互
いに通信する方法に影響する。例えば、重役とセールスマンとの関係を考えてみよう。重
役は会議でない時にセールスマンが口にすることに興味を持つかもしれないが、スタッフ
会議中には興味がないかもしれない。逆に、この重役と社長との関係を考えてみよう。社
長がスタッフ会議中に重要なメッセージで電話した場合、重役はその電話をとても受けた
いだろう。すなわち、関係の定義と役割とは、様々なシナリオでの通信の適切性の知覚に
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大きな影響を与えるものである。
【０００７】
[0006]　あるタイプの通信は、ある時間及び／又は状況において、より適当であるという
ことは明らかである。例えば、上司との会議の最中に携帯電話が鳴ったりラップトップコ
ンピュータから「メール着信」の知らせが出されるのは不適当であろう。したがって、例
えば、勤務中には友人からの通話をボイスメールに入れ、勤務中には友人からのｅメール
着信を知らせないほうがより都合がよいであろう。これに対して、夜間及び休暇中には個
人は会社からの通信に煩わされたくないと思う場合がある。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
[0007]　本発明の主題は、本明細書のまとめの部分に具体的に指摘し、明示してある。し
かし、請求の範囲に記載された内容は、構成及び動作方法の両方について、その目的及び
特徴と共に、添付の図面を参照しながら以下の詳細な説明を読むことで最もよく理解する
ことができるだろう。
【図１】[0008]例示的シナリオのリストを示す図である。
【図２】[0008]例示的シナリオのリストを示す図である。
【図３】[0009]例示的含意規則を示す図である。
【図４】[0010]例示的システムを示す図である。
【図５】[0011]例示的方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
[0012]　請求の範囲に記載された内容を完全に理解するために、以下の詳細な説明で多数
の特定の詳細を記載している。しかしながら、当業者であれば、請求の範囲に記載された
内容は、これらの特定の詳細なしに実行することができることを理解することができるだ
ろう。別の例で、周知の方法、手順、構成要素及び／又は回路は詳述していない。
【００１０】
[0013]　以下の詳細な説明の一部は、コンピュータ及び／又はコンピューティングシステ
ムメモリなどのコンピューティングシステム内に記憶されたデータビット及び／又はバイ
ナリディジタル信号の演算のアルゴリズム及び／又はシンボル表現に関するものである。
これらのアルゴリズム記述及び／又は表現はデータ処理分野の当業者がその作業内容を他
の当業者に伝えるのに用いる技術である。アルゴリズムは、ここでは、また一般に、所望
の結果を生む演算及び／又は類似の処理の自己矛盾のないシーケンスと考えられている。
演算及び／又は処理は物理量の物理的操作を含むことがある。通常、必須ではないが、こ
れらの量は、記憶、転送、組合せ、比較、及び／又は他の方法で操作可能な電気、磁気及
び／又は電磁信号の形態をとっていてもよい。時折、主として一般に用いるという理由か
ら、これらの信号をビット、データ、値、要素、シンボル、文字、用語、番号、数字など
と呼ぶことが好都合であると分かっている。しかしながら、上記用語及び類似の用語のす
べてが適切な物理量に関連付けられ、単に好都合なラベルであるというわけではないこと
を理解する必要がある。特に断りのない限り、以下の説明から明らかなように、本明細書
を通して、「処理」、「コンピューティング」、「計算」、「決定」などの用語を用いる
説明は、コンピューティングプラットフォームのプロセッサ、メモリ、レジスタ、及び／
又はその他の情報記憶、送信信号、及び／又は表示デバイス内の物理電子及び／又は磁気
量及び／又はその他の物理量として表されたデータを操作し、及び／又は変換するコンピ
ュータ又は類似の電子コンピューティングデバイスなどのコンピューティングプラットフ
ォームの動作及び／又は処理を意味することを理解されたい。
【００１１】
[0014]　本開示及びそれに続く請求の範囲では、個人的な連絡相手のグループ化を指すた
めに「リング」という用語を使用する。また、「リングの特性」という句を用いて連絡相
手のグループに関連付けられた特性を記述する。「リング」という用語の似たような意味
は、例えば、抽象代数の領域や、「クライムリング（犯罪集団）」などの口語的な用語に
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も存在する。請求の範囲に記載された内容はこの点に限定されないが、請求の範囲に記載
された内容に従った連絡相手のグループ化を、いくつか例を挙げるならば、「リング」、
「グループ」、「ドメイン」と記述することができる。したがって、本開示では、「リン
グ」という用語の使用は、請求の範囲に記載された内容の例示的実施態様を示すための文
字通りの幾何学的形状がネットワーク図などで使用されていても、その形状を記述してい
ると理解されるべきではない。
【００１２】
[0015]　多くの個人にとっては、１日は、時間間隔及び／又は関連する目的を有するイベ
ントカテゴリに分割することができる。例えば、早朝の時間はその日の準備に、午前と午
後の時間は会社で過ごし、昼の時間は昼食、夕方は個人的な時間、夕食時と夜は家族のた
めに割かれ、週末は休養に割かれるといった具合である。本開示の目的のために、時間間
隔及び／又はイベントカテゴリ及び／又は状況のタイプは、単に「シナリオ」又は「イベ
ント」と呼んでもよい。さらに、請求の範囲に記載された内容に従って、シナリオをシナ
リオの「特性」に関連付けてもよい。例えば、上記例では、シナリオの特性は、朝のシナ
リオに関連付けられた「準備」、昼の時間のシナリオに関連付けられた「昼食」などを含
んでいてもよい。
【００１３】
[0016]　さらに、シナリオを特定の時間間隔又は期間に関連付けることができるが、請求
の範囲に記載された内容はこの点について限定されない。したがって、請求の範囲に記載
された内容に沿ったシナリオは、特定の時間的な状況に関連付けることができる、又はで
きない１組の行動予測に関連付けることができる任意の文脈上の要素に関して定義されう
る。さらに、本開示及び／又は請求の範囲に記載された内容に関しては、シナリオの文脈
上の要素はそのシナリオに関連付けられた行動予測を設定することができ、時刻、及び／
又は年月日、社会的な環境（例えば、仕事、家族、友人など）その他を含んでいてもよい
が、これらに限定されない。したがって、例えば、「ビジネス会議」イベントはいつでも
開催され得るが、多くの個人はそのようなシナリオは平日の午前８時から午後５時の間に
発生すると予測しているであろう。別の例では、「移動中」又は「旅行」の特性は、「移
動中」であるという特性が「単発の」又は非同期イベントを表す「休暇」シナリオに幾分
ランダムな形で時間的に関連付けることができる「休暇」シナリオ又はイベントに関連付
けることができる。
【００１４】
[0017]　さらに、請求の範囲に記載された内容によれば、シナリオ又はイベント名自体も
特性を含んでいてもよい。例えば、朝のシナリオは、「朝」を含む名前の特性に関連付け
ることができ、昼の時間のシナリオは、「昼の時間」を含む名前の特性に関連付けること
ができ、以下同様である。請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施形態では、シナ
リオをリスト形式で記述することができる。
【００１５】
[0018]　図１は、請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様による例示的シナリ
オ特性リスト１００を示す。図１の実施態様に示すように、シナリオ名はリストされる第
１の特性であってもよい。プログラミング及びデータベース分野の当業者であれば、シナ
リオ情報をリストするその他の多くの可能な方法を知っているであろう。したがって、リ
スト１００は教示的なものと解釈すべきで、シナリオ特性の伝達に関して限定的に解釈さ
れるべきではない。請求の範囲に記載された内容によれば、名前付きシナリオに関連付け
られたその他の特性をシナリオ名に続けてもよい。リスト１００の例では、各シナリオは
１つの特性に関連付けられている。請求の範囲に記載された内容はこの点に関して限定さ
れない。しかしながら、それゆえに、リスト内には任意の数の特性が並んでいてもよく、
及び／又は任意の数の特性が１つ又は複数のシナリオに関連付けられていてもよい。
【００１６】
[0019]　当業者であれば、図１のシナリオ名などにある埋め込みスペースを有するリスト
のテキスト表現には問題があることを理解することができるだろう。埋め込みスペース問
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題に一般的に使用される１つの解決策は、特別の拡張文字としてのバックスラッシュの使
用を含む。そのような方式では、バックスラッシュに続けて１スペースを空けると、識別
子の間の区切り文字ではなく識別子内に埋め込まれた１スペースを構成すると考えられる
。図示のリスト１００は特別の拡張文字としてのバックスラッシュを使用しているが、当
業者には周知の埋め込みスペースを扱う多くの他の技術を使用してもよく、リスト１００
内でこの技術を使用することが請求の範囲に記載された内容を限定するものとは決して解
釈されるべきではない。
【００１７】
[0020]　さらに、請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様によれば、特性自体
をサブ特性に関連付けてもよい。そのような実施態様では、リスト方式を用いて表現した
時には、特性とそれに関連付けられたサブ特性はサブリストとして表示される。図２は、
請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様による、複数の特性とそれに関連付け
られたサブ特性の両方を使用する例示的シナリオリスト２００を示す。
【００１８】
[0021]　図２の例示的実施態様では、「ｍｏｒｎｉｎｇ」と名付けられたシナリオは、３
つの特性「ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ」、「ｃｏｍｍｕｔｅ」、及び「ｉｎｔｅｒｖａｌ」
に関連付けられている。次に、朝の間隔特性が２つのサブ特性、すなわち、「８ａｍ」及
び「９ａｍ」に関連付けられている。しかしながら、シナリオは、名前だけに関連付けら
れるものではない。請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様では、特性自体が
有用な情報を伝えることができる。さらに、リスト表現を用いる請求の範囲に記載された
内容の実施態様では、名前の欠如は、例えば、ニルシンボル（nil symbol）によって表す
ことができる。
【００１９】
[0022]　図１及び図２の例示的実施態様などのリスト表現を使用する実施態様は、限定的
であるという意図は全くなく、したがって、請求の範囲に記載された内容によるシナリオ
特性及び類似項目を表現する多くの他の方式が存在する。例えば、他の実施態様では、グ
ラフィックカレンダーを使用することができる。そのような実施態様では、特性は、カレ
ンダー上のアポイントメントに関して意味を持つ。これらのアポイントメントの一部は反
復される。さらに、請求の範囲に記載された内容によるいくつかの実施態様では、電子ス
ケジュールカレンダーを修正してシナリオ名、その発生時間、及び／又は関連付けられた
特性を明示的に表現することができる。例えば、リスト２００の昼の時間のシナリオを考
えてみよう。請求の範囲に記載された内容によるシナリオをサポートするように修正され
たカレンダーアプリケーションを有するユーザは、平日の毎日１２時から１時の間の反復
するシナリオを作成することができる。そのようなシナリオは、特定の時間間隔の間に発
生し、かならずしも会議又はその他のいかなる特定のイベントも意味しない慣例のシナリ
オを記述しているため、アポイントメントとは異なっていてもよい。請求の範囲に記載さ
れた内容のいくつかの実施態様によれば、修正されたカレンダーのプログラムのスケジュ
ール化されたシナリオを編集してさらにシナリオ特性を追加してもよい。
【００２０】
[0023]　さらに例証すると、別の例示的な一般シナリオ又はイベントは、「ビジネス会議
」であってもよい。本明細書に記載する他のシナリオと同様、個人は、ビジネス会議など
のイベントに関連付けられたある予測又は行動規範を有していてもよい。例えば、ユーザ
は、ビジネス会議中に携帯電話を鳴らさず振動させてもよい。さらに、ユーザは、ビジネ
ス会議中の着信がユーザの「上司」からであれば着信音を鳴らし、呼が「重要な」連絡相
手及び／又はユーザが大切にする連絡相手の場合振動させるだけにし、又は呼が他の誰か
からの場合、着信音も振動もない設定にしてもよい。請求の範囲に記載された内容のいく
つかの実施態様によれば、電話又はその他の通信デバイス上で実行されるアルゴリズムを
供給し、修正などして、ある連絡相手から発呼された通信に対して、デバイスは、例えば
ビジネス会議中に遠い親戚が発呼した時には振動させずにボイスメールに送り、又はだれ
がユーザにかけているか、及び／又はユーザがその連絡相手をどのように分類しているか
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に応じて異なるシナリオ又はイベントで様々な他の動作を実行することができる。
【００２１】
[0024]　請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様では、ユーザの連絡相手は特
性にも関連付けられている。特性を連絡相手に結び付け、請求の範囲に記載された内容に
従って特性情報を取り込む様々な実施態様が存在する。１つのそのような実施態様は、図
１及び図２でシナリオ特性に関して上記紹介したリスト表現を含む。連絡相手の特性のリ
スト表現を使用するいくつかの実施態様では、リストの先頭は連絡相手への参照を含んで
いてもよい。とりわけ、アドレスポインタ、レコードｉｄ、インデックス、及び一次ラベ
ル、文脈含意などの連絡相手を参照する多くの方法がある。連絡相手の参照の続いて、連
絡相手の特性のリスト表現は、連絡相手に関連付けられた特性のリストを含んでいてもよ
い。シナリオ特性のリスト表現に関しては、連絡相手の特性のリスト表現内の特性を入れ
子方式でサブ特性に関連付けてもよい。
【００２２】
[0025]　請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様によれば、１つ又は複数の連
絡相手に関連付けられる特性は、それらの連絡相手がユーザの生活において果たす役割で
あってもよい。例えば、役割特性は、「父」、「母」、「妻」、「上司」、「会計士」、
「校長」などを含んでいてもよい。
【００２３】
[0026]　シナリオ及び連絡相手を特性に関連付けられる方法と同様、請求の範囲に記載さ
れた内容のいくつかの実施態様によれば、同時係属のＲスマートパーソンセントリックネ
ットワーキングに記載するように、関係リングを特性に関連付けることもできる。本開示
とその後の請求の範囲では、関係リング、又は単に「リング」は、グループが親密度及び
／又は愛情度、尊敬、地位、及び／又は評価レベル、及び／又は行動の役割などの共通の
特性を共有する個人的な連絡相手のグループを含んでいてもよい。言い換えれば、そのよ
うな特性は、ユーザが個人的な連絡相手に対して有する感情を反映していてもよい。
【００２４】
[0027]　リスト表現を使用する請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様では、
リストの先頭はリングへの参照を含んでいてもよいが、リスト自体はその特定のリングに
関連付けられた特性を提供する。シナリオ及び連絡相手の例と同様、関係リングに関連付
けられた特性の多くの実施態様は当業者には明らかであろう。例えば、いくつかの実施態
様では、リングの特性は、そのリングに属する連絡相手への参照のリストを含んでいても
よい。別の例では、関係リングは、整数サブ特性を含む「通知レベル」特性に関連付けら
れてもよい。例えば、特定のリングに対して通知レベル特性が低く設定されている場合、
そのリングから受信した通信（例えば、呼、ｅメール）に関する通知（例えば、呼出音）
は、ユーザの特定のシナリオに応じて低い音量でユーザに提供される。
【００２５】
[0028]　請求の範囲に記載された内容によれば、シナリオ、連絡相手及び／又は関係リン
グに関連付けられた特性は、特定のフォーマットに限定されない。したがって、いくつか
の実施態様では、特性は、例えば、情報交換用米国標準コード（ＡＳＣＩＩ）形式のデー
タを含んでいてもよいが、別の実施態様では、特性は、例えば、バイナリ形式のデータを
含んでいてもよい。さらに、請求の範囲に記載された内容によれば、特性リストは、とり
わけ、データ構造、拡張可能なマークアップ言語（ＸＭＬ）、インデックス付きアレイを
含む多くの類似の構造を有していてもよい。さらに、請求の範囲に記載された内容は、「
特性」という用語に限定されないため、いくつかの実施態様では、特性を属性、インデッ
クス、参照、追加情報と呼べるように、又は特性を無数の異なる用語が参照することがで
きるように様々な命名規則を使用してもよい。
【００２６】
[0029]　請求の範囲に記載された内容によれば、いくつかの特性を異なるエージェントに
割り当てることができる。例えば、リングメンバシップをそのリングの特性としての関係
リングに関連付けてもよい。実施態様によっては、リングメンバシップはあるリングの特
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性として明示的にリストできるが、別の実施態様では、リングメンバシップは暗黙であっ
てもよい。例えば、連絡相手についてリング関係がリストされている時には、リングメン
バシップ特性は暗黙であってもよい。同様に、他の多くの特性も暗黙的又は明示的な形式
をとることができ、又は様々なエージェントにアタッチしてもよい。さらに、請求の範囲
に記載された内容によるいくつかの実施態様では、あるリングに属する特性は、サブリン
グ及び／又はリングもしくはサブリングに属する連絡相手が継承することができる。
【００２７】
[0030]　請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様では、通信関連ステータスは
、端末ユニット又は通信デバイスの１つ又は複数の状態に関連する特性を含んでいてもよ
い。例えば、いくつかの実施態様では、携帯電話の通信関連ステータスは「ｂｕｓｙ」を
含んでいてもよい。このような場合、誰かが電話中の場合、ｂｕｓｙという特性が存在す
る。別の実施態様では、そのような特性のより洗練された形態は、通信中の人の番号を端
末ユニットに表示することができる（例えば、「ｅｎｇａｇｅｄ＿ｎｕｍｂｅｒ」）。し
たがって、いくつかの実施態様では、１つの特性は複数の特性であってもよい。例えば、
ｅｎｇａｇｅｄ＿ｎｕｍｂｅｒ特性の例を使用すると、この特性の特定の値は、ユーザが
特定の瞬間に他の２人の個人と電話会議中であることを示す「ｅｎｇａｇｅｄ３」であっ
てもよい。一般に、通信関連のステータス特性は、無数の可能性の中でとりわけ、端末デ
バイスハードウェアが暗示してもよく、端末デバイス上で実行されている制御プログラム
が使っている場合であってもよく、又は通信システム内又はコンピュータレジストリのど
こかに明示的にリストされていてもよい。
【００２８】
[0031]　請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様では、通信動作は、通信を処
理する際に端末デバイスが行う動作を含んでいてもよい。さらに、そのような通信動作は
、端末デバイス及び／又は通信システムに関連付けられた特性を含んでいてもよい。例え
ば、新しいメールが到着した時にラップトップコンピュータが音を発すると（例えば、チ
ャイム音）、音を発する動作は通信動作を含んでいてもよい。したがって、一例では、端
末デバイス（例えば、ラップトップ）は通信動作「ｄｏ＿ｓｏｕｎｄ（Ｎ）」を使用する
ことができ、関数「ｄｏ＿ｓｏｕｎｄ」は端末デバイスが発する音の音量を決定する引数
「Ｎ」を含む。別の例として、携帯電話に着信があった時に携帯電話は特別の呼出音を鳴
らしてもよく、又は振動してもよい。そのような機能は、請求の範囲に記載された内容の
いくつかの実施態様では、例えば、「ｄｏ＿ｒｉｎｇ（ｒｉｎｇ＿ｔｏｎｅ）」又は「ｖ
ｉｂｒａｔｅ（）」などの通信動作特性を含んでいてもよい。例えば、「ｄｏ＿ｒｉｎｇ
」関数を含む通信動作はどの呼出音を使用するかを指定する整数の引数を受け付けてもよ
い。
【００２９】
[0032]　その他の通信動作は、制御開始通信、処理割り込み、及び多数の他の事項である
。これらはほんのわずかな例に過ぎず、デバイス上で使用される実際のインタフェースは
、とりわけ、製造業者、モデル、及び使用するソフトウェアリリースとアプリケーション
とによって大幅に異なるため、請求の範囲に記載された内容は、本明細書に掲げるわずか
な例に限定されない。さらに、通信動作は、例えばソースコードには明示されず、暗黙的
で、他の動作内に混合され、ハードウェア内に配置され、これらの組合せであり、又はそ
の他の変動を有していてもよいため、請求の範囲に記載された内容はこれに関しても限定
されない。
【００３０】
[0033]　請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様では、含意規則は、通信関連
の動作を起動するために特性に作用する演算子を使用することがある。演算子は、特定の
デバイスが直接又は間接に実施することができる特性に作用する任意の関数を含んでいて
もよい。例えば、共通演算子は、論理積を含んでいてもよい。図３は、一般的な含意規則
３００及び論理積演算子を使用する例示的含意規則３２０を示す。
【００３１】
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[0034]　図３で、例示的含意規則３２０は、友人関係リングに属する連絡相手から会議シ
ナリオ中に受信した着信をボイスメールへ転送する。この例では、含意規則３２０は、３
つの特性３２２～３２６を結合する。各特性は、現在のシナリオに関連付けられた特性３
２２と、発呼者ｉｄの関係リング情報との比較から抽出された特性３２４と、通信イベン
トが着信を含むことを識別する特性３２６である。したがって、例示的規則３２０では、
特性３２２がこの特性が現在時刻と組み合わされたカレンダーから引き出された会議を指
定し、特性３２４が、発呼者ｉｄと、関係リング情報が発呼者が友人の役割で発呼してい
ることを識別する関係リング情報とを比較することで引き出すことができる。請求の範囲
に記載された内容のいくつかの実施態様では、発呼者はいくつかの異なる役割のいずれか
で発呼を選択することができる。
【００３２】
[0035]　規則３２０の第３の特性３２６は、通信イベントが着信を含むことを識別する。
いくつかの実施態様では、例えば端末デバイスがマルチメディアデバイスを含む時に、通
信イベントは、可能性の中でとりわけ、着信、テキストメッセージ、又はｅメールを含む
ことができることを理解されたい。規則３００及び３２０内の矢印は含意演算子を示すが
、含意演算子の左辺の項目（例えば、規則３２０の特性３２２～３２６）は含意をトリガ
するために使用される。したがって、規則３２０の文脈では、含意規則の右辺は、左辺が
満たされた時に実行する内容を示している。したがって、規則３２０は、会議中と友人か
らの呼との論理積がアクション３２８をトリガし、それにより呼をボイスメールに直接送
信する。
【００３３】
[0036]　請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様では、規則３２０などの含意
規則は事前に作成することができ、ユーザによってアクティブにされる。様々な実施態様
では、そのような規則は常時アクティブにでき、又は例えば所与のシナリオ及び／又はユ
ーザの好みに応じてオンとオフの切り替えが可能である。さらに、いくつかの実施態様は
、様々な演算子をサポートする。例えば、実施態様は、とりわけ、＋－＊＞＜／＝＝ＡＮ
Ｄ　ＯＲ　ＸＯＲ　ＯＮ　ＯＦＦ　ＤＵＲＩＮＧ　ＰＲＯＣＥＥＤＩＮＧ　ＡＦＴＥＲな
どの一部又は全部を有効にすることができる。請求の範囲に記載された内容は、特定の演
算子に限定されず、先行するリストはすべての可能な演算子の網羅的なリストであること
を意図しない。
【００３４】
[0037]　通信動作の例について上述したが、請求の範囲に記載された内容の実施態様によ
る多くの可能な通信動作がある。別の例として、請求の範囲に記載された内容のいくつか
の実施態様による別のタイプの通信動作は自動応答を含んでいてもよい。さらに、請求の
範囲に記載された内容のいくつかの実施態様による含意規則を使用する時には、リング、
役割、及び／又はシナリオに基づいて応答を提供してもよい。例えば、いくつかの実施態
様では、未知の発呼者に管理事務アドレスにｅメールを送信するように通告されうる。
【００３５】
[0038]　さらに、請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様によれば、カレンダ
ーのアポイントメントを分類するシナリオ又はイベントを使用してもよい。例えば、特定
の関係リングを備えた会議は、スケジュール設定した会議がビジネス会議を含むことを含
意していてもよい。そのような予測は、例えば、カレンダーアポイントメント含意規則に
取り込むことができる。この場合、含意規則は、他の規則で使用することができる特性を
生成することができる。したがって、請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様
によれば、カレンダー含意規則が生成されると、カレンダー上のアポイントメントは自動
的にある規則及び／又はシナリオ特性を呼び出すことができる。
【００３６】
[0039]　請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様によれば、いくつかの通信シ
ステムでは、製造業者及び／又はそのようなシステムの設計者がデフォルトで１つ又は複
数の含意規則を提供してもよい。いくつかの実施態様では、これらの規則の一部及び／又
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はすべてユーザによって変更可能であってもよく、及び／又は変更可能でなくてもよい。
様々な実施態様では、含意規則は、アプリケーションプログラマ、ユーザ、システムアド
ミニストレータ、又はこれらのもしくはその他の手段の組合せによって変更可能であって
もよい。
【００３７】
[0040]　請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様によれば、ユーザは、メニュ
ーシステムから追加の含意規則を選択することができる。別の実施態様では、ユーザは、
ユーザが新しい規則を追加し、古い規則を削除し、様々な規則保守機能を実行するための
規則管理アプリケーションを呼び出すことができる。そのような規則管理アプリケーショ
ンは、ユーザが様々なメニューの選択項目から選択した特性、演算、及び暗黙の動作を連
結することで含意規則を作成するための規則エディタを含んでいてもよい。請求の範囲に
記載された内容のいくつかの実施態様によれば、ユーザは、本出願の例に示すような文法
もしくはフォーマットを用いて、又は別の文法又はフォーマットを介して、規則を直接入
力し、及び／又は組み立てることができる。さらに、請求の範囲に記載された内容のいく
つかの実施態様によれば、含意規則は、入力として影響がある様々な特性を受け付けるプ
ログラム又はアルゴリズムとシステム内の他のルーチンとして呼出し動作の形式をとるこ
とができる。さらに、いくつかの実施態様では、含意規則は、フィールドプログラマブル
デバイスでプログラミングでき、又はハードウェアに直接埋め込むことができる。
【００３８】
例示的システム
[0041]　図４は、例示的通信システム１２００のブロック図である。システム１２００を
用いて上記の様々な機能の一部又はすべてを図１～図３に関連して実行することができる
。システム１２００は、情報通信を容易にすることができる任意のデバイス又はデバイス
の集合を備えていてもよい。例えば、システム１２００は、デスクトップコンピュータ、
ラップトップコンピュータ、ハンドヘルドコンピュータ、スマートフォン及び／又は携帯
電話、ＰＤＡなどの端末デバイスを備えていてもよい。
【００３９】
[0042]　システム１２００は、通信機能を提供し、及び／又は容易にすることができるプ
ロセッサなどの中央処理装置（ＣＰＵ）１２１０と、ＣＰＵ１２１０に結合されたメモリ
１２２０と、ＣＰＵ１２１０及び／又はメモリ１２２０に結合された表示デバイス１２３
０とを備える。図１２には示していないグラフィック処理ユニット（ＧＰＵ）をＣＰＵ１
２１０に結合し、及び／又はＣＰＵ１２１０の内部に配置して表示デバイス１２３０に結
合して、表示デバイス１２３０に表示可能な情報を提供することができることは当業者に
は明らかであろう。そのような表示可能な情報は、表示デバイス１２３０上に、請求の範
囲に記載された内容のいくつかの実施態様によるＲスマートパーソンセントリックネット
ワーク及び／又はメッセージを視覚的に表現可能なＧＵＩの形式で提示することができる
。
【００４０】
[0043]　請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様によれば、ＣＰＵ１２１０は
、リスト構造、データ構造及び／又はＲスマートパーソンセントリックネットワークを定
義するアレイなどの内部表現を容易にし、構築し、生成し、及び／又はその上で動作する
論理を含んでいてもよい。さらに、請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様に
よれば、メモリ１２２０は、ＣＰＵ１２１０と連携して動作し、そのような内部表現の少
なくとも一部を記憶又は保持することができる。
【００４１】
[0044]　ＣＰＵ１２１０及び／又はメモリ１２２０の間のＧＵＩを指定する情報などの情
報の通信を容易にする図１２には示していないメモリコントローラにメモリ１２２０及び
／又はＣＰＵ１２１０をさらに結合することができることは当業者には明らかであろう。
さらに、ＣＰＵ１２１０の内部のメモリを備えていてもよく、及び／又はＣＰＵ１２１０
の外部の１つ又は複数の離散的メモリデバイスを備えていてもよいメモリ１２２０は、任
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意のメモリ技術（例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリなど）
を備えていてもよい。請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様によれば、メモ
リ１２２０は、少なくとも一時的に、Ｒスマートパーソンセントリックネットワーク及び
／又はメッセージの視覚表現を提供することができる情報を記憶又は保持することができ
る。そのような情報は、例えば、Ｒスマートパーソンセントリックネットワーク及び／又
はメッセージの視覚表現を提供することができ、表示デバイス１２３０に表示可能なＧＵ
Ｉの少なくとも一部を指定する情報を含んでいてもよい。
【００４２】
[0045]　さらに有名な例をいくつか挙げると、ディスプレイ装置１２３０は、液晶表示（
ＬＣＤ）ディスプレイ、ポリマーベースのディスプレイ、エレクトロルミネセントディス
プレイ、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）又は陰極線管（ＣＲＴ）ディスプレイな
どの任意のタイプの表示デバイスを備えていてもよい。例示的システム１２００は構成要
素の特定の構成で示されているが、広範囲の構成のいずれかを用いたその他の実施態様も
可能である。さらに、システム１２００が、請求の範囲に記載された内容を不明瞭にしな
いために、図４には示していない請求の範囲に記載された内容と特に密接な関係はない通
信バスなどの多くの追加の構成要素を含むことができることは当業者には明らかであろう
。
【００４３】
例示的方法
[0046]　図５は、請求の範囲に記載された内容のいくつかの実施態様による例示的方法１
３００のフローチャートである。方法１３００は、図１～図４に関連して上記の様々な機
能及び／又は方式の一部又はすべてを実施及び／又は実行することができ、方法１３００
の様々な動作に関する詳細が上記の図に関連して提供されているので、以下の図５の説明
では繰り返さない。図５の動作の順序は請求の範囲に記載された内容を限定するものでは
なく、動作を図示の順序で実行しなければならないこと、及び／又は図５の任意の特定の
動作が必ず他の動作に依存しているということを意味しない。以下の図５の説明では、メ
ッセージの表示又はメッセージのインジケータと言う場合には、メッセージとそれに関連
付けられたメッセージヘッダの表示又は関連付けられたメッセージヘッダのみの表示を意
味する。
【００４４】
[0047]　動作１３０２で、個人的な連絡相手からの第１のメッセージがユーザの端末デバ
イスで受信され、動作１３０４では、メッセージは少なくとも１つの特性を有する少なく
とも１つのイベントに関連付けることができる。動作１３０６で、動作１３０２で受信し
たメッセージを送信した個人的な連絡相手を含む個人的な連絡相手のグループに関連付け
られたインジケータを含むアドレスへ第２のメッセージを送信することができる。動作１
３０８で、第１のメッセージは個人的な連絡相手の１つ又は複数のグループに関連付ける
ことができ、動作１３１０では、第１のメッセージのインジケータと他の個人的な連絡相
手に関連付けられたメッセージの他のインジケータを表示することができる。さらに、動
作１３１２で、個人的な連絡相手の１つ又は複数のグループの定義が別のユーザの端末デ
バイスに提供することができる。さらに、動作１３１４で、含意規則を用いてイベントに
関連付けられたアクションを実行することができる。
【００４５】
[0048]　以上、特定の実施態様について説明してきたが、請求の範囲に記載された内容の
範囲は１つ又は複数の特定の実施態様に限定されない。例えば、いくつかの実施態様は、
ハードウェア内にあってもよく、例えば、デバイス又はデバイスの組合せ上で動作するよ
うに使用してもよいが、他の実施態様はソフトウェア内にあってもよい。さらに、いくつ
かの実施態様は、ファームウェア内で使用することができ、又は例えばハードウェア、ソ
フトウェア、及び／又はファームウェアの任意の組合せとして使用することができる。同
様に、請求の範囲に記載された内容の範囲はこれに限定されないが、いくつかの実施態様
は、１つ又は複数の記憶媒体などの１つ又は複数の物品を含んでいてもよい。例えば、１
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体は、例えば、コンピューティングシステム、コンピューティングプラットフォーム、又
はその他のシステムによって実行されると、例えば、上記の実施態様の１つのように請求
の範囲に記載された内容による方法の実施態様を実行する命令をその上に記憶していても
よい。１つの可能な例として、コンピューティングプラットフォームは、１つ又は複数の
処理ユニット又はプロセッサ、ディスプレイ、キーボード及び／又はマウスなどの１つ又
は複数の入出力デバイス、及び／又はスタティックランダムアクセスメモリ、ダイナミッ
クランダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、及び／又はハードドライブなどの１つ又
は複数のメモリを含んでいてもよい。
【００４６】
[0049]　本明細書で「ある実施態様」、「一実施態様」、「いくつかの実施態様」又は、
「他の実施態様」と言う場合、１つ又は複数の実施態様に関連して説明した特定の特徴、
構造、又は特性が少なくともいくつかの実施態様に含まれていてもよいが、すべての実施
態様に含まれている必要はないということを意味していてもよい。上記説明における「あ
る実施態様」、「一実施態様」又は「いくつかの実施態様」の出現は、必ずしもすべて同
じ実施態様を意味していない。また、本明細書で使用する「ある」という冠詞は、１つ又
は複数の項目を含む。さらに、「結合された」又は「応答する」又は「に応答して」又は
「と通信する」などの用語又は句が本明細書又は添付の請求の範囲で使用される時には、
これらの用語は広義に解釈されるべきである。例えば、「結合された」という句は、この
句が使用される文脈にふさわしいように通信可能に、電気的に、及び／又は動作可能に結
合していることを意味するものであってもよい。
【００４７】
[0050]　上記説明で、請求の範囲に記載された内容の様々な態様について説明してきた。
説明のため、特定の番号、システム及び／又は構成について記載し、請求の範囲に記載さ
れた内容の完全な理解を図っている。しかしながら、請求の範囲に記載された内容は、特
定の詳細なしに実行可能であることは本開示の恩恵を受ける当業者には明らかであろう。
別の例では、請求の範囲に記載された内容をわかりにくくしないために、周知の特徴は省
略し、及び／又は簡略化した。ある特徴を本明細書に図示し及び／又は説明したが、数多
くの修正形態、代替形態、変形形態及び／又は等価形態は、現在、又は将来、当業者には
明らかであろう。したがって、添付の請求の範囲は、請求の範囲に記載された内容の精神
を逸脱しない修正及び変形形態をすべて含む。
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